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要　旨

　日本の動物園の二大事業として「種の保存」および「環境教育」が掲げられている．今後の動

物園における教育的取り組みのさらなる充実が期待され，アンケート調査などを用いた来園者の

実態調査および他機関との連携が不可欠とされている．おびひろ動物園で飼育されているエゾモ

モンガ Pteromys volans orii は，市街地の緑地などに生息する比較的身近な動物であるものの，夜

行性の小型動物であるため一般市民の認知度は低い．一方，帯広畜産大学ではエゾモモンガに関

する様々な研究がなされており，多くの知見が積み重ねられている．また本種は外見から人々に

好印象を与える特徴を持っており，教育の題材として受け入れられやすいと考えられる．そこで

本研究では，おびひろ動物園の来園者に動物園に対する意識およびエゾモモンガについてのアン

ケート調査を行ない来園者の実態を知ることで，より効果的な教育への提言を行なうことを目的

とした．調査の結果，年齢や性別，来園時のグループ構成および来園目的の違いは「エゾモモン

ガを見たことがあるか」，「エゾモモンガが身近に住む動物であることを知っていたか」に関係し

ていなかったものの，自然保護活動に対する興味が強い人ほどこのような経験や認識が豊富であ

ることが明らかになった．また，帯広畜産大学とおびひろ動物園の連携について， 95.4％の来園

者が重要であると解答していた．したがって，郷土の動物であるエゾモモンガを用いて大学と動

物園が協力して教育を行なっていくことで，帯広市民の自然に対する興味関心を増大させること

ができる可能性があると考えられる．
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緒　言

　近代動物園の目的として「種の保存」，「教育・環境

教育」，「調査・研究」，「レクリエーション」の四本柱

が掲げられている（日本動物園水族館協会ホームペー

ジ 2016）．日本の動物園は，中でも「種の保存」と「環

境教育」を二大事業と位置付けており，来園者に対する

直接的なアプローチとして環境教育を重視している（菊

田 2008）．全国の動物園では様々な教育が行われている

が，総合的な自然教育・環境教育の場として今後さらに

充実させていくためには，教育プログラム作りに関する

研究の必要性が指摘されている（日本動物園水族館協会 

2001）．

　動物園における教育を充実させていくために，国内外

で様々な研究がなされている．海外の動物園では，アン

ケート調査により動物園来園者が一般市民よりも自然の

歴史や保全に関して精通していることや（Mallapur et 

al. 2008），退園時の来園者は入園時よりも動物に対す

る正しい知識や態度を有していたことが明らかになって

いる（Lukas and Ross 2005）．このような調査は動物園

が来園者に与える教育的な影響を明らかにし，動物園に

おける教育的取り組みの新たな方針を考案する上での材

料となりうる（Mallapur et al. 2008）．日本の動物園

においても教育的取り組みの効果的な実施形態を工夫し

ていくためには，来園者に関する基礎的な調査を行ない，

来園者の特徴を知ることが必要とされる（菊田 2008）．

また，地元の博物館や大学といった他機関との連携も不

可欠であるとされており，郷土の自然を知り周囲の自然

環境に興味を持つことで，保全に対する意識や動物に関

する知識の向上が可能になると考えられている（並木 

2014）． 

　帯広市の中心部に位置するおびひろ動物園では，現

在北海道十勝地方に生息する在来の哺乳類であるエゾ

シカ Cervus nippon yesoensis，エゾリス Sciurus vulgaris 

orientis，エゾモモンガ Pteromys volans orii，エゾタヌキ

Nyctereutes procyonides albus，キタキツネ Vulpes vulpes 

schrencki，および外来種で十勝地方に生息するアライグ

マ Procyon lotor の 6種が飼育展示されている（おびひろ

動物園ホームページ 2016）．一方，地域の教育研究機関

である帯広畜産大学では，エゾモモンガについて二十数

年間に渡り様々な研究がなされており，多くの知見（例

えば柳川ら 1991；Shimamoto et al. 2015 ほか）を有し

ている．本種は帯広市市街地の河畔林や緑地公園でも観

察できる身近な種であるのにも関わらず，夜行性の小型

動物であるため多くの市民がその存在を認識していない

ことや，農作物被害や人身事故の危険といった人との

間に起こる軋轢は知られていない（柳川未発表）．さら

に，大きな眼や小さな体といった動物の特徴は人に好印

象を与えることが先行研究により明らかにされており

（Whitworth 2012），本種は人に好印象を与える種である

と考えられる．これらのことから，本種は野生動物や自

然に対する興味を持つきっかけとして帯広市民に受け入

れられやすい可能性があり，帯広畜産大学とおびひろ動

物園の連携した教育的取り組みにエゾモモンガを題材と

して用いることで，より効果的な教育を行なうことがで

きると考えられる．

　そこで本研究では，おびひろ動物園の来園者に対して

アンケートを実施し，動物園の捉え方および郷土の動物

であるエゾモモンガに対する興味・関心について調査し

た．これにより，おびひろ動物園の来園者の特徴を知り，

十勝に生息する動物を用いたより効果的な教育への提言

を行なうことを目的とする．

方　法

１）調査地の概要および調査期間

　おびひろ動物園は 73種 400 点の動物を飼育しており

（帯広市ホームページ 2016），平成 24年度の来園者数は

182,522 人である（おびひろ動物園ホームページ 2016）．

アンケート調査を 2015 年 8月 4日（火），5日（水），10

月 24 日（土），31日（土），11月 3日（火・祝）の計 5

日間，キリン舎前の休憩所付近で実施した． 
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３）集計および分析

　データの集計および分析は，Excel 2010（Microsoft 

corporation）を用いて行なった．回収した回答のうち，

無回答および無効回答が 4問以上ある場合には集計から

除外した．15問すべて単純集計を行なった後，必要に応

じてクロス集計を行なった．年齢・性別および動物園の

捉え方，自然保護活動に対する興味が郷土の動物である

２）アンケートの概要

　対象者を 10歳以上の来園者とし，対面で自記式のア

ンケートを依頼した．質問票をQ1～2「年齢・性別・グルー

プ構成」，Q3～ 4「動物園の捉え方」，Q5～ 7「保護活動

などへの興味およびおびひろ動物園と帯広畜産大学の連

携について」，Q8～ 15「エゾモモンガと十勝に住む野生

動物について」の計 15問で構成した（表 1）．

3 

 

表 1．質問表内容 

 

質問内容 選択肢
Q1-1 年齢 ・10代

・20代
・30代
・40代
・50代
・60代以上

Q1-2 性別 ・男
・女

Q2 今日は誰と動物園に来ましたか． ・家族、親戚と
・知人，友人と
・恋人と
・ひとりで
・その他（　　　　　　　　）

Q3　 今日あなたが動物園に来た目的は何ですか．

・家族や友人に動物を見せるため
・動物について勉強するため
・安くて楽しめる場所だから
・その他（　　　　　　　　）

Q4 ・レクリエーション
・種の保存
・調査，研究
・教育，環境教育

Q5 野生動物や自然を守る取り組みに興味がありますか． ・とても興味がある
・興味がある
・どちらでもない
・あまり興味がない
・興味がない

Q6 ・非常に重要だ
・やや重要だ
・どちらでもない
・あまり必要無い
・必要無い

日本動物園水族館協会が掲げている動物園の役割の4つのう
ち，一番大切なものはどれだと思いますか．

・普段見られないいろいろな動物
を見るため

おびひろ動物園と帯広畜産大学が協力して研究や教育を行なっ
ていくことについて，どう思いますか．
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4 

 

 

質問内容 選択肢
Q7 自由記述

Q8　 エゾモモンガについてどう思いますか．（複数回答可） ・かわいい
・かっこいい
・美しい
・こわい
・その他（　　　　　　　　）

Q9 生きているエゾモモンガを見たことがありますか． ・ある（Q10へ）
・ない（Q11へ）

Q10 どこでエゾモモンガを見ましたか．（複数回答可） ・野生で暮らしているもの
・飼育されているもの
・その他（　　　　　　　　）

Q11 ・知っていた
・知らなかった

Q12

・近くで見ることができる
・昼間でも見ることができる
・その他（　　　　　　　　）

Q13 エゾモモンガのどんな行動を見てみたいですか．（複数回答可） ・飛んでいるところ
・エサを食べているところ
・寝ているところ
・子育てをしているところ
・その他（　　　　　　　　）

Q14 エゾモモンガを守っていく取り組みが必要だと思いますか． ・とても必要だ
・必要だ
・どちらでもない
・あまり必要無い
・必要無い

Q15 ・エゾシカ
・エゾリス
・キタキツネ
・エゾタヌキ
・アライグマ

エゾモモンガ以外で，おびひろ動物園でも飼育されている十勝に
住む野生動物のうち，最も興味のある動物をひとつ選んでくださ
い．

動物園でエゾモモンガを見ることができる意義は何だと思います
か．（複数回答可）

今後、おびひろ動物園と帯広畜産大学が協力して行なってほしい
取り組みがありましたらお書きください．

エゾモモンガは，帯広市内の公園などでもみることができる身近
な動物であることを知っていましたか．

・野外で探さなくても手軽に見るこ
とができる
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エゾモモンガに関する経験や認識に影響を与えているの

かを明らかにするため，Q1「年齢・性別」及び Q2～ 4「動

物園の捉え方」Q5「自然保護活動への興味」を属性とし，

Q9「生きているエゾモモンガを見たことがあるか」，Q11

「エゾモモンガが身近に生息する動物であることを知っ

ていたか」についてそれぞれクロス集計を行ない分析し

た．分析は本田（2008）を参考に，「データは項目毎に

偏ることなく分布する」とする帰無仮説を設定し，有意

水準 5％および必要に応じて有意水準 10％でカイ二乗検

定を実施した．ただし，期待値が 5未満の値が生じる場

合はカイ二乗検定には適さないため，期待値が 5以上に

なるように再分類し検定を行なった．選択肢の性質上再

分類できない場合，検定を実施できないため分析の対象

から除外した．

結果および考察

１.集計結果

（１）回収回答数

　調査各日に回収した回答数は 8月 4日 33名，8月 5日

20名，10月 24日 36名，10月 31日 41名，11月 3日 70

名の計 200名であった．11月 3日は夏季開園最終日であ

ることから入場料が無料となっていたほか，園内で多く

のイベントが実施されており，多くの来園者が訪れてい

た．

　無回答および無効回答が 4問以上あった 3名の回答を

無効とし，有効回答数は 197名であった．なお，質問項

目により無回答および無効回答の数が異なるため，合計

数にはばらつきがある．

（２）年齢・性別および来園時のグループ構成

　年代については選択肢を 10代～ 20代，30代～ 40代，

50代以上の3つに再分類し集計を行なった．集計の結果，

30 代～ 40 代が最も多く（51.8％），次いで 50 代以上

（26.4％），10代～ 20代（21.8％）となった（表 2）．調

査対象を 10歳以上としたため，実際の来園者の構成と

は異なっており，親世代である 30代～ 40代と同程度の

人数の小学生低学年以下の子供が来園していたように見

受けられた．性別は 60％が女性，40％が男性で女性の方

がやや多い結果となり（表 3），年齢，性別については他

の園館におけるアンケート調査とほぼ同様の結果となっ

た（齋藤ほか 2012；とべ動物園 2013；徳島市 2014；東

山動植物園 2014）．

　来園時のグループ構成は家族・親戚が最も多く

（72.7％），次いで友人・知人（11.9％），ひとりで（7.7％），

恋人（6.2％）となっていた（表 4）．他の園館における

調査では概ね 6割が家族との来園者となっており（齋藤

ら 2012；とべ動物園 2013；徳島市 2014；千葉市動物公

園 2014），おびひろ動物園では家族での来園が比較的多

いことが明らかとなった．他の園館との差の一つの理由

として，調査時期および時間帯が大きく影響している可

能性がある．今回の調査は 8月～ 11月にかけて曜日や

時間帯に関係なく行なったが，曜日や時間帯により来園

者のグループ構成が異なっているように見受けられた．

そのため，正確に来園者の特徴を知り，他の園館と比較

するためには調査時期や曜日，時間帯を統一する必要が

あるかもしれない．
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らでもないと答えたのは 22.8％であった（表 7）．帯広

畜産大学とおびひろ動物園の連携について，とても重要

だ，重要だの回答を合わせると 95.4％が重要であると感

じていることが明らかになった（表 8）．具体的に行なっ

て欲しい取り組みについての自由記述欄には，のべ 29

件の回答があった．最も多い 10件の意見が寄せられた

のは，環境教育やわかりやすい解説板などの教育的取り

組みに関するものであり，そのうち 6件が子供を対象と

した取り組みへの要望であった．他にも動物とのふれあ

いが 4件，動物の繁殖や健康管理に関するものが 4件，

他にも飼育環境の改善，広報活動の活発化，環境への配

慮，コアラやパンダといった特定の動物を導入してほし

い，畜大が動物園の運営に関与してほしいなどの意見が

挙げられた．これらのことから，教育だけでなく様々な

分野において，動物園を通して帯広畜産大学の有する知

見を市民に還元していく必要性が示唆された．

（５）�エゾモモンガおよび十勝に生息する野生動物について

　エゾモモンガをどう思うかという問いに対しては，

80.5％がかわいいと答え（表 9），かっこいい，美しいを

合わせると 93.3％となり，エゾモモンガは人に好印象を

与える動物であることが実証された．生きているエゾモ

モンガをみたことがあるのは 40.5％で，そのうち野生個

体をみたことがあるのは 21.5％であった（表 10，11）．

エゾモモンガが市街地の公園などにも生息する身近な種

（３）動物園の捉え方

　来園の目的として最も多かったのは，家族や友人に動

物を見せるため（37.6％）であった．家族および親戚と

共に訪れた来園者だけで見ると，その割合は 50％以上

を占めた．動物園への訪問は，生きた動物と接すること

や家族での経験を通じて，子供や孫へ自然保護について

肯定的なメッセージを伝えることができる可能性があ

る（Puan and Zakaria 2007）．おびひろ動物園において

も，動物園への訪問を通じて子供や孫へこのようなメッ

セージを伝えることを期待している来園者が多いと考え

られる．一方，動物について勉強するためと回答した来

園者はわずか 1.1％であり，学校などの遠足利用を除い

て，動物園を訪問する人々は学習を目的として来園して

いるわけではないという先行研究を支持する結果となっ

た（菊田 2008）（表 5）．しかし，来園者が動物園の役割

として最も大切だと思うことは，教育・環境教育が最も

多く（47.7％），次いでレクリエーション（31.1％），種

の保存（18.7％），調査・研究（2.6％）となった（表 6）．

学習を目的とはしていないものの，動物園を教育施設と

して捉えている来園者が多いことが明らかになった．

（４）保護活動への興味および大学と動物園の連携

　野生動物や自然の保護活動に対しては，77.2％の来園

者がとても興味がある，または興味があると答え，どち
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者が同行することで，大学と動物園が連携した観察会の

開催が可能である．このような取り組みを行なうことで，

来園者の求める「滑空の姿を見たい」というニーズを満

たすことができると考えられる． 

　エゾモモンガ以外で，おびひろ動物園で飼育されてい

るかつ十勝に棲んでいる哺乳類で最も興味のある動物

は，エゾリスが最も多く（52.1％），次いでエゾタヌキ

（22.6％），アライグマ（11.6％）及びキタキツネ（11.6％），

エゾシカ（2.1％）となった（表 15）．エゾリスは日頃か
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材とした効果的な環境教育を行なっていくために，来園

者がどの動物に特に興味を持っているのかも考慮に入れ

る必要があるだろう．

であることを知っていたという回答は15.7％にとどまり

（表 12），エゾモモンガの存在に対する認識の低さが明ら
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が飛んでいるところ（滑空）と回答した（表 14）．エゾ

モモンガの滑空は水平距離にして 10～ 20m が標準的で

あるとされている（Asari et al. 2007）．しかし，現在

のおびひろ動物園の展示場ではエゾモモンガが滑空でき

る程の空間は無く，飼育個体で滑空している姿を見せる

ことは困難である．この一つの解決策として，近年全国

の動物園でも新たな教育プログラムとして実施されてい

る飼育動物以外の野生動物を対象とした観察会という方

法が挙げられる（日本動物園水族館協会 2001）．おびひ

ろ動物園の敷地内や，隣接している緑ヶ丘公園の林には

野生のエゾモモンガが生息しており（柳川未発表），糞

を手掛かりに営巣樹洞を把握していれば，夕方に出巣行

動を観察することができる（山口・柳川 1995）．また調

査経験者であれば本種の滑空や採餌も比較的容易に観察

できることから（鈴木 2011），帯広畜産大学の調査経験
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表2．年齢 表7．自然保護活動への興味
N 割合（％） N 割合（％）

10代～20代 43 21.8 とても興味がある 43 21.8
30代～40代 102 51.8 興味がある 109 55.3
50代以上 52 26.4 どちらでもない 45 22.8
合計 197 100.0 合計 197 100.0

表3．性別 表8．帯広畜産大学とおびひろ動物園の連携
N 割合（％） N 割合（％）

男 72 40.0 非常に重要だ 139 70.6
女 108 60.0 やや重要だ 49 24.9
合計 180 100.0 どちらでもない 8 4.1

あまり必要ない 1 0.5
表4．グループ構成 合計 197 100.0

N 割合（％）
家族・親戚と 141 72.7 表9．エゾモモンガについてどう思うか*

知人・友人と 23 11.9 全体 N 割合（％）
ひとりで 12 6.2 かわいい 195 157 80.5
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合計 194 100.0 こわい 195 5 2.6

その他 195 9 4.6
表5．来園目的

N 割合（％） 表10．エゾモモンガをみたことがあるか
普段見られない動物を見る 58 31.2 N 割合（％）
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動物について勉強 2 1.1 ない 116 59.5
安くて楽しめる場所 38 20.4 合計 195 100.0
その他 18 9.7
合計 186 100.0 表11．どこで見たか*

全体 N 割合（％）
表6．動物園の役割として最も大切なこと 野生 79 17 21.5

N 割合（％） 飼育 79 64 81.0
レクリエーション 60 31.1 その他 79 2 2.5
種の保存 36 18.7
調査、研究 5 2.6
教育、環境教育 92 47.7
合計 193 100.0
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表 2～15について，* がついている項目は複数回答可を示す． 

 

表 16．見たことがあるか―年齢      
  ある ない 合計  
10 代～20 代 17 39.5% 26 60.5% 43 100%  
30 代～40 代 43 42.6% 58 57.4% 101 100%  
50 代以上 19 37.3% 32 62.7% 51 100%  
合計 79 40.5% 116 59.5% 195 100%  
χ2＝0.42 より帰無仮説は棄却されなかった     

表12．エゾモモンガが身近にいることを知っていたか
N 割合（％）

知っていた 31 15.7
知らなかった 166 84.3
合計 197 100.0

表13．エゾモモンガを動物園で見ることができる意義*

N 割合（％）
探さなくても手軽に 189 60 31.7
近くで 189 132 69.8
昼間でも 189 40 21.2
その他 189 4 2.1

表14．エゾモモンガのどんな行動を見てみたいか*

N 割合（％）
滑空 195 168 86.2
採餌 195 48 24.6
睡眠 195 17 8.7
子育て 195 54 27.7
その他 195 4 2.1

表15．十勝の動物で最も興味のあるもの
N 割合（％）

エゾシカ 4 2.1
エゾリス 99 52.1
キタキツネ 22 11.6
エゾタヌキ 43 22.6
アライグマ 22 11.6
合計 190 100.0
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「生きているエゾモモンガを見たことがあるか」，「エゾ

モモンガが身近な動物であることを知っていたか」の両

者において帰無仮説が棄却されなかった（表 16～ 23）．

特に「年齢」と「見たことがあるか」ついては，エゾモ

モンガに対する経験は年を重ねるごとに増加しているわ

けではなかった．これらのことから，年齢および性別，

来園時のグループ構成や何を目的として来園しているか

はエゾモモンガについての経験や認識に関係しておら

ず，多様な来園者に広く受け入れられるような取り組み

を行なうことが必要であると考えられる．

２．属性とエゾモモンガについての経験および認識

（１）�年齢・性別，来園時のグループ構成および来園目的

　年齢および性別，グループ構成や来園目的については，
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表 17．知っていたか―年齢       
  知っていた 知らなかった 合計  
10 代～20 代 3 7.0% 40 93.0% 43 100%  
30 代～40 代 16 15.7% 86 84.3% 102 100%  
50 代以上 12 23.1% 40 76.9% 52 100%  
合計 31 15.7% 166 84.3% 197 100%  
χ2＝4.6 により帰無仮説は
棄却されなかった 

       

        
表 18．見たことがあるか―性別      
  ある ない 合計  
男性 31 43.7% 40 56.3% 71 100%  
女性 41 38.3% 66 61.7% 107 100%  
合計 72 40.4% 106 59.6% 178 100%  
χ2＝0.51 より帰無仮説は棄却されなかった     
        
表 19．知っていたか―性別       
  知っていた 知らなかった 合計  
男 14 19.4% 58 80.6% 72 100%  
女 14 13.0% 94 87.0% 108 100%  
合計 28 15.6% 152 84.4% 180 100%  
χ2＝1.38 により帰無仮説は棄却されなかった     
表 20．見たことがあるか―グループ構成    
  ある ない 合計 
家族・親戚 59 42.1% 81 57.9% 140 100%
知人・友人 8 34.8% 15 65.2% 23 100%
ひとりで 4 28.6% 10 71.4% 14 100%
その他 7 46.7% 8 53.3% 15 100%
合計 78 40.6% 114 59.4% 192 100%
期待値の都合上，「恋人と」はその他に分類した．   
χ2＝1.53 より帰無仮説は棄却されなかった    
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表 21．知っていたか―グループ構成     

  知っていた
知らなかっ

た 
合計 

家族・親戚 21 14.9% 120 85.1% 141 100%
その他 9 17.0% 44 83.0% 53 100%
合計 30 15.5% 164 84.5% 194 100%
期待値の都合上，「知人・友人と」「恋人と」「ひとりで」はその他に分類した．
χ2＝0.13 により帰無仮説は棄却されなかった    
       
表 22．見たことがあるか―来園目的     
  ある ない 合計 
動物を見る 19 33.9% 37 66.1% 56 100%
家族や友人に見せる 28 40.0% 42 60.0% 70 100%
安くて楽しめる 15 39.5% 23 60.5% 38 100%
その他 11 55.0% 9 45.0% 20 100%
合計 73 39.7% 111 60.3% 184 100%
χ2＝2.74 より帰無仮説は棄却されなかった    
       
表 23．知っていたか―来園目的     

  知っていた
知らなかっ

た 
合計 

動物を見るため 10 17.2% 48 82.8% 58 100%
家族や友人に見せる 6 8.6% 64 91.4% 70 100%
安くて楽しめる 5 13.2% 33 86.8% 38 100%
その他 6 30.0% 14 70.0% 20 100%
合計 27 14.5% 159 85.5% 186 100%
期待値の都合により分析から除外した     
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24，25）．教育や調査・研究を重視している来園者は経験，

認識が高かったものの，レクリエーションを重視してい

る来園者は経験，認識ともに最も低い値を示した．この

ことから，レクリエーションを重視する来園者でも積極

的に参加できる，娯楽的要素と教育を結び付けたプログ

ラム作りが今後の課題であると考えられる．

（２）動物園の役割

　検定において， Q4「動物園の役割として最も大切だと

思うこと」については，期待値が 5を越えるよう再分類

することができなかったため，検定の対象から除外し

た．しかし重視している動物園の役割によって，エゾモ

モンガに対する経験や認識に大きな差がみられた（表
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表 24．見たことがあるか―動物園の役割    
  ある ない 合計 
レクリエーション 17 28.3% 43 71.7% 60 100%
種の保存 11 30.6% 25 69.4% 36 100%
調査・研究 3 60.0% 2 40.0% 5 100%
教育 46 51.1% 44 48.9% 90 100%
合計 77 40.3% 114 59.7% 191 100%
期待値の都合により分析から除外した     
       
表 25．知っていたか―動物園の役割     

  知っていた
知らなかっ

た 
合計 

レクリエーション 5 8.3% 55 91.7% 60 100%
種の保存 8 22.2% 28 77.8% 36 100%
調査・研究 2 40.0% 3 60.0% 5 100%
教育・環境教育 16 17.4% 76 82.6% 92 100%
合計 31 16.1% 162 83.9% 193 100%
期待値の都合により分析から除外した     
       
表 26．見たことがあるか―自然保護への興味    
  ある ない 合計 
とても興味がある 22 52.4% 20 47.6% 42 100%
興味がある 44 40.7% 64 59.3% 108 100%
どちらでもない 13 28.9% 32 71.1% 45 100%
合計 79 40.5% 116 59.5% 195 100%
χ2＝4.98 より帰無仮説は棄却された（10％）    
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表 21．知っていたか―グループ構成     

  知っていた
知らなかっ

た 
合計 

家族・親戚 21 14.9% 120 85.1% 141 100%
その他 9 17.0% 44 83.0% 53 100%
合計 30 15.5% 164 84.5% 194 100%
期待値の都合上，「知人・友人と」「恋人と」「ひとりで」はその他に分類した．
χ2＝0.13 により帰無仮説は棄却されなかった    
       
表 22．見たことがあるか―来園目的     
  ある ない 合計 
動物を見る 19 33.9% 37 66.1% 56 100%
家族や友人に見せる 28 40.0% 42 60.0% 70 100%
安くて楽しめる 15 39.5% 23 60.5% 38 100%
その他 11 55.0% 9 45.0% 20 100%
合計 73 39.7% 111 60.3% 184 100%
χ2＝2.74 より帰無仮説は棄却されなかった    
       
表 23．知っていたか―来園目的     

  知っていた
知らなかっ

た 
合計 

動物を見るため 10 17.2% 48 82.8% 58 100%
家族や友人に見せる 6 8.6% 64 91.4% 70 100%
安くて楽しめる 5 13.2% 33 86.8% 38 100%
その他 6 30.0% 14 70.0% 20 100%
合計 27 14.5% 159 85.5% 186 100%
期待値の都合により分析から除外した     
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今後の取り組みとして来園者の興味度や基礎的知識に対

応したレベル別の取り組みも重要であると考えられる．

これに対する一つの方策として，帯広畜産大学で製作し

ているエゾモモンガリーフレットの配布や，これを用い

た環境教育といった取り組みが挙げられる．このリーフ

レットは入門編，中級編（図 1，2）というようにレベル

別に製作されており，来園者が自らの興味度や知識に合

わせて学ぶことができる．また，大学との連携としても

非常に有用な取り組みであると考えられる．このような

取り組みを通し，おびひろ動物園における教育的取り組

みの発展，帯広市民の自然に対する意識の向上に寄与で

きるだろう．

（３）自然保護活動への興味

　「自然保護活動への興味」では「生きているエゾモモ

ンガを見たことがあるか」については有意水準 10％で，

「エゾモモンガが身近な動物であることを知っていたか」

については有意水準 5％で帰無仮説が棄却され，自然保

護活動への興味が強い人ほど，「見たことがある」およ

び「知っていた」と回答した割合が高いことが明らかに

なった（表 26，27）．今回の調査で，エゾモモンガに対

する経験や認識が年代や性別などの属性とは関連してい

なかったものの，自然保護活動への興味に深く関連して

いることが明らかになった．現在，全国の動物園におけ

る教育的取り組みでは，対象を年代で区切ったものがほ

とんどである（日本動物園水族館協会 2001）．そこで，
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表 27．知っていたか―自然保護への興味    

  知っていた
知らなかっ

た 
合計 

とても興味がある 15 34.9% 28 65.1% 43 100%
興味がある 14 12.8% 95 87.2% 109 100%
どちらでもない 2 4.4% 43 95.6% 45 100%
合計 31 15.7% 166 84.3% 197 100%
χ2＝16.9 により帰無仮説は棄却された（5％）    
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表 24．見たことがあるか―動物園の役割    
  ある ない 合計 
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調査・研究 3 60.0% 2 40.0% 5 100%
教育 46 51.1% 44 48.9% 90 100%
合計 77 40.3% 114 59.7% 191 100%
期待値の都合により分析から除外した     
       
表 25．知っていたか―動物園の役割     

  知っていた
知らなかっ

た 
合計 

レクリエーション 5 8.3% 55 91.7% 60 100%
種の保存 8 22.2% 28 77.8% 36 100%
調査・研究 2 40.0% 3 60.0% 5 100%
教育・環境教育 16 17.4% 76 82.6% 92 100%
合計 31 16.1% 162 83.9% 193 100%
期待値の都合により分析から除外した     
       
表 26．見たことがあるか―自然保護への興味    
  ある ない 合計 
とても興味がある 22 52.4% 20 47.6% 42 100%
興味がある 44 40.7% 64 59.3% 108 100%
どちらでもない 13 28.9% 32 71.1% 45 100%
合計 79 40.5% 116 59.5% 195 100%
χ2＝4.98 より帰無仮説は棄却された（10％）    
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1 

 

図表 

 
図 1．エゾモモンガリーフレット 入門編       
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2 

 

 

 

図 2．エゾモモンガリーフレット 中級編 
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zoo by using P. volans orii—an animal native to Hokkaido—

is likely to enhance the interest of Obihiro residents in nature.

Key words: environmental education, Pteromys volans 

orii, questionnaire survey, university collaboration, zoo
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Abstract

　The two major projects of Japanese zoos are species 

conservation and environmental education. To further 

educational programs at zoos, fact-finding surveys of visitors 

by using questionnaires, as well as collaboration with other 

organizations, are essential. The Pteromys volans orii 

(Siberian flying squirrel) being raised at the Obihiro Zoo 

in Hokkaido live in urban green spaces and are therefore 

relatively familiar animals. However, because they are 

nocturnal and small they are not well known to the general 

public of Obihiro. Obihiro University of Agriculture and 

Veterinary Medicine has accumulated knowledge of P. volans 

orii by studying the animals from a variety of perspectives. 

Because the squirrel looks cute and thus leaves a good 

impression on people, it is considered a suitable subject 

for use in education. From this perspective, we presented 

a questionnaire on zoos and P. volans orii to visitors to 

the Obihiro Zoo. Our aim was to gain an understanding 

of visitors’ true perceptions so as to provide effective 

recommendations on education. There were no differences 

in visitors’ ages, sex, or objectives in visiting the zoo, or in 

the constitution of visitor groups, in relation to the answers 

to the following questions: “Have you ever seen Pteromys 

volans orii?” and “Do you know that Pteromys volans orii is 

an animal that lives around you?” However, the greater the 

visitors’ interest in nature conservation activities, the more 

they had seen, and the more they knew, about the squirrel. 

Additionally, 95.4% of visitors thought that collaboration 

between Obihiro University of Agriculture and Veterinary 

Medicine and the Obihiro Zoo was important. Thus 

education, with collaboration between the university and the 




